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⚫ 職場での性差について 私は女性が劣位にあることに注目していたが、姉は男性は男性で育休を取りづらい

んじゃないかと言っていて視野が少し広がった。

⚫ 若者が自分の意志を表に出して実現に向けて状況を変えようとすることに対して消極的であることについ

てはなしました。私は、若者は自分ひとりが言ったところで何も変わらない、何かを変えるほどの影響力

はないと諦めていることがベストパフォーマンスを阻んでいるのではないかと考えました。一方で母は、

なにか変えたいという問題に気づいても、自分自身からは何もしなくても特に大きな問題はないという他

力本願な考え方があるのではないかと考えていました。

⚫ LGBTについて話した。母は、性同一性障害が障害として名前がついていたり

LGBTとして区別していることがおかしいのでは?と話していた。しかし、LGBTの人

たちを社会的に守るためにも区別した方がいいという考えも話しているうちに出た。
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授
業
の
様
子
（
7
月
）

い
よ
い
よ
授
業
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
一
回
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
回
と
な
る
第
十
四
回

（
二
十
二
日
）
は
、
第
十
三
回

で
記
入
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

使
い
、
社
会
パ
ー
ト
で
行
っ
た

発
表
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
自
主
自
律
に
お
け
る

協
同
学
習
全
体
を
振
り
返
り
、

今
後
の
学
び
の
計
画
を
立
て
ま

す
。チ

ー
ム
を
機
能
さ
せ
る
た
め

に
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ど

う
ふ
る
ま
え
ば
よ
い
か
を
振
り

返
り
、
チ
ー
ム
活
動
に
お
け
る

自
ら
の
特
徴
（
強
み
弱
み
）
を

把
握
し
て
、
今
後
の
大
学
生
活
、

社
会
生
活
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
後
課
題
と
し
て
、

①
一
年
生
の
終
わ
り
ま
で
に

②
卒
業
す
る
ま
で
に

③
十

年
後
の
あ
な
た

と
い
う

三
つ
の
視
点
か
ら
「
こ

れ
か
ら
の
目
標
」
を
立
て
る
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
に
共
有
す
る
こ
と
で
多

様
な
目
標
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
あ
ら
た
め
て
自
分
の
目
標

を
見
つ
め
る
機
会
と
し
て
お
り

ま
す
。

十三回授業では各チームの発表を行いました。

教員SA合同意見交換会を行います。

・８月に教員SA合同意見交換会を行います。

授業全回が終了し、意見を交換する機会

となっております。

・当日の回の様子は別途報告します。

授業の感想を紹介します
異なる立場の人（異世代、異性、社会人等）とのインタビュー対話を通じて、身近に起きている

社会問題の現状について多様な視点から考える事前課題があり、以下のような意見が出ました。


